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平成19年度　施政方針に関する説明
真の豊後大野市づくりに本格的に着手する年に
豊後大野市役所の組織・機構が変わります
○ぶんごおおの生き活きプラン（男女共同参画基本計画）を策定しました
○人権・同和啓発コーナー
○ぶんごおおのトピックス
○くらしのお知らせ

中九州横断道路一番に一部開通！
　3月18日、地域高規格道路「中九州横断道路」の
犬飼千歳道路の開通式が行われました。中九州横断
道路は大分市から熊本市までの全長約120kmとい
う大きな計画の自動車専用道路。このうち犬飼千歳
間の4.3kmが、どの区間にも先駆けて開通しました。
　今回の開通で、所要時間が短縮され、走行性・安全
性も向上します。早期の全線開通も望まれます（詳し
くは次（5月）号でお知らせいたします）。
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平
成
17
年
、
本
市
は
「
豊
か
な
自
然
と

文
化
を
未
来
に
つ
な
ぐ
や
す
ら
ぎ
交
流
都

市
」
の
創
造
を
目
指
し
て
合
併
し
ま
し

た
。
時
を
同
じ
く
し
て
日
本
は
、
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
長
期
的
な
「
人

口
減
少
社
会
」
へ
突
入
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
に
お
い
て
は
、
「
地
方
の

均
衡
あ
る
発
展
」
と
い
う
横
並
び
の
自
治

体
経
営
か
ら
、
そ
の
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
魅
力
あ
る
個
性
豊
か
な
ま
ち
を
創
ろ

う
と
す
る
「
個
性
あ
る
地
域
の
発
展
」
へ

と
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
で
、
都
市
間

競
争
に
打
ち
勝
っ
て
い
く
た
め
の
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
昨
年
11
月
に
「
い
ざ
な
ぎ
景

気
」
を
超
え
た
と
さ
れ
る
景
気
拡
大
は
、

本
地
域
に
と
っ
て
そ
の
実
感
が
得
ら
れ
な

い
状
況
に
あ
る
中
、
安
倍
政
権
に
よ
る
第

２
次
地
方
分
権
改
革
が
始
ま
り
、
人
口
と

面
積
を
基
準
に
地
方
交
付
税
の
配
分
額
を

決
め
る
新
型
交
付
税
が
導
入
さ
れ
る
な

ど
、
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
が
更
に

厳
し
く
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
行
政
改
革
大
綱
及
び
行
政

改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
行
政
改

革
を
着
実
に
遂
行
し
、
行
財
政
基
盤
を
確

立
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
格
的
な
分
権
型
社
会
の
到

来
に
向
け
、
住
民
を
ま
ち
づ
く
り
の
主
役

と
す
る
「
住
民
自
治
」
を
実
現
し
、
真
の

地
方
自
治
を
確
立
す
る
た
め
、
市
民
皆
様

と
知
恵
を
出
し
合
い
、
共
に
考
え
、
共
に

歩
ん
で
い
く
、
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
進
め
て
い
く
た
め
、

「
や
さ
し
く
、
た
く
ま
し
く
、
と
も
に
築

く
豊
後
大
野
市
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
理
念

と
し
た
総
合
計
画
を
策
定
し
、
今
後
の
豊

後
大
野
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
道
筋
が
示
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
度
は
、
「
真

の
豊
後
大
野
市
づ
く
り
に
本
格
的
に
着
手

す
る
年
」
、
そ
し
て
、
「
守
り
か
ら
攻
め

へ
転
じ
る
た
め
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

す
年
」
と
位
置
付
け
、
安
心
し
て
暮
ら

し
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備

　

市
民
の
暮
ら
し
に
密
着
し
た
水
道
水
を

安
全
に
供
給
す
る
た
め
、
お
い
し
い
水
の

安
定
供
給
及
び
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
確

保
と
水
質
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
計
画

給
水
区
域
内
の
加
入
促
進
と
水
道
普
及
率

の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
公
共
下
水

道
や
農
業
集
落
排
水
施
設
の
加
入
促
進
と

水
洗
化
率
の
向
上
及
び
合
併
浄
化
槽
の
設

置
を
推
進
し
ま
す
。

　

道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
中
九
州

横
断
道
路
等
の
広
域
道
路
網
及
び
市
民
生

活
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
生
活
道
路
網
を
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識
の
高
揚
を
図
り
、
基
本
的
人
権
の
理
念

の
確
立
と
人
権
擁
護
を
実
現
し
て
い
く
た

め
の
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
男
女
が
社

会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
参
画
し
、
平

等
に
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
環
境
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

防
災
・
防
犯
体
制
の
確
立

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
交
通
マ

ナ
ー
向
上
の
た
め
の
意
識
啓
発
活
動
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
道

路
標
識
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
の
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

常
備
消
防
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
度

か
ら
の
１
市
１
消
防
本
部
体
制
に
よ
り
、

市
域
消
防
・
救
急
体
制
の
整
備
・
充
実
に

向
け
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
非
常
備
消

防
に
つ
い
て
も
、
指
揮
命
令
系
統
の
強
化

を
図
り
、
１
市
１
消
防
団
体
制
の
実
現
に

努
め
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
域
ぐ
る
み

の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
犯
灯
な
ど
の
適

切
な
防
犯
施
設
の
整
備
を
進
め
、
地
域
で

子
ど
も
の
通
学
や
遊
び
を
見
守
る
体
制
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

に
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
を
す
る
こ
と
を

使
命
と
し
て
健
全
な
経
営
に
努
め
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
と

生
涯
学
習
の
推
進

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
学
力
の
低

下
、
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
の
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
家
庭
や
地
域
、
学
校
と
の
連
携
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
施
設
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
め
る
環
境
の
整
備

に
努
め
ま
す
。

　

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た
国
体
」
に

向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
平
成

19
年
度
に
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
馬
術
競
技
会
場
と
な
る
三
重

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
仮
設
の
施
設
を
整
備

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
総
参
加
の
国
体

と
す
る
た
め
、
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
や

「
美
化
運
動
」
な
ど
市
民
運
動
へ
の
展
開

を
図
り
ま
す
。

人
権
教
育
・

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

　

人
権
教
育
に
つ
い
て
は
、
人
権
教
育
・

啓
発
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
を
始
め

各
種
団
体
・
企
業
等
に
対
し
、
人
権
問
題

の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
人
権
意

街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
の
策
定
に
着
手

し
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
の
駅
に
つ
い
て

も
、
情
報
の
通
う
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
参
加
店
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
生
活
に
連
動

し
た
豊
後
大
野
市
な
ら
で
は
の
着
地
型
農

村
観
光
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に

わ
た
る
観
光
基
盤
の
確
立
の
た
め
、
「
豊

後
大
野
市
観
光
振
興
計
画
」
（
仮
称
）
を

策
定
し
ま
す
。

社
会
福
祉
、
保
健
、
医
療
の
充
実

　

高
齢
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
康
で
い
き
い

き
と
自
立
し
た
生
活
が
続
け
ら
れ
る
た
め

に
、
特
に
認
知
症
対
策
を
強
化
し
た
介
護

予
防
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、
障

が
い
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
個
々
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
支
援
体
制
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　

児
童
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
で

子
育
て
を
支
援
し
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
生
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
休
日
保
育
、
病
後
児
保
育
を
実

施
し
ま
す
。

　

公
立
お
が
た
総
合
病
院
に
つ
い
て
は
、

公
平
・
公
正
な
医
療
を
提
供
し
、
地
域
住

民
の
健
康
の
維
持
・
増
進
を
図
る
と
と
も

重
点
的
に
整
備
し
、
災
害
に
強
い
道
づ
く

り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
特
性
に

合
っ
た
道
づ
く
り
を
進
め
、
ま
た
、
が
け

崩
れ
に
よ
る
家
屋
や
人
命
へ
の
被
害
を
未

然
に
防
ぎ
、
市
民
の
安
全
な
生
活
を
確
保

す
る
た
め
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

廃
棄
物
処
理
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
民

や
事
業
者
と
連
携
し
、
ご
み
の
分
別
化
や

減
量
化
、
再
資
源
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

産
業
の
振
興
と
基
盤
づ
く
り

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
り
、
効
率
的
な
農

業
経
営
の
実
現
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

農
村
の
多
面
的
機
能
を
支
え
る
農
地
の

保
全
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ブ

ラ
ン
ド
園
芸
産
地
の
育
成
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
森
林
整
備
、

林
道
・
作
業
道
の
整
備
や
林
業
作
業
の
機

械
化
を
促
進
し
、
生
産
基
盤
の
整
備
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
今
年
開
催
さ
れ
る
全
国

乾
し
い
た
け
振
興
大
会
を
通
じ
、
全
国
に

情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
耕
畜
連
携
資
源
環
境
型
畜
産

の
推
進
や
、
有
害
鳥
獣
対
策
に
も
取
り
組

み
ま
す
。

　

商
工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
次
代
に
自

信
を
持
っ
て
引
き
継
げ
る
市
街
地
機
能
の

充
実
を
目
指
し
て
い
く
た
め
、
「
中
心
市
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本庁舎本庁舎本庁舎

※「地域包括支援センター」は庁舎国道側に隣接する
　「ひなたぼっこ」内にあります。

TEL 0974-22-1001
FAX 0974-22-3361

第2庁舎庁舎第2庁舎

1階

2階

3階

市民生活課会計課 介護保険課
書
庫

書
庫

書庫

書
庫

書
庫

女子便所 男子便所 女子
休憩室

男子
休憩室 宿直室 保健室

会議室

電　話
交換室

出入口

出入口

地域福祉課健康福祉課生活支援課

身
障
者

用
便
所
給湯室

機械室 福祉
相談室

コピー室

印刷室

市民ホール

正面玄関

カウンター

中央公民館（教育委員会・第３庁舎）

秘書政策課
助   役
執務室

市   長
執務室

男子
便所

女子
便所

男子
便所

女子
便所

男子
便所

女子
便所

契　約
検査室財政課

総　務　課

行　政
管理室

企　画
調整課

第１応接室

第3応接室

第2応接室

議員控室 会議室

会議室

正庁ホール

議会事務局

第
一
委
員
会
室

傍聴席

選管事務局
監査事務局

議　　場 記者室

環境衛生課人権推進
同和対策課

上下水道課

建　設　課 地籍調査室 税　務　課

収納課玄関建　設　課

※第2庁舎の2階は会議室のみです。

農業振興センター
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本庁舎

第2庁舎

中央公民館中央公民館（教育委員会・第３庁舎）（教育委員会・第３庁舎）中央公民館（教育委員会・第３庁舎） TEL 0974-22-2111
FAX 0974-22-8566

1階 2階

中央公民館

スロープ 入口

正
面
玄
関

教育委員会
総務課

学校教育課

生涯学習課

ホール

通用口

教育長室
商　工
観光課

農　業
委員会
事務局

農　林
整備課

農　業
振興課

国体推進課

農業振興センター農業振興センター農業振興センター TEL 0974-24-0100（代表）
FAX 0974-24-0330（市直通）
FAX 0974-22-1077（農協直通）

※大原総合体育館内のスポーツ
振興係は第3庁舎生涯学習課
内に移動しました。 

※これまでの清川町・緒方町・朝
地町・大野町の各給食調理場が
廃止となりました。 

※千歳町給食調理場が廃止とな
り、犬飼給食調理場と統合され
ました。 

※農業振興センターの設
置場所は大分県豊肥振
興局豊後大野事務所１
階です。

その他関連課

文化振興室（エイトピアおおの）
文化財課
中央図書館
給食調理場管理課
西部学校給食共同調理場
犬飼給食調理場

TEL　0974-22-8000　　FAX　0974-22-3953
TEL　0974-42-4141　　FAX　0974-42-2705
TEL　0974-22-7733　　FAX　0974-22-7733
TEL　0974-22-1741
TEL　0974-72-0273
TEL　097-578-1070

課　名 電話・FAX番号

倉庫書
棚

書　

棚

書　

棚
書
棚

書
棚農業振興課

農業振興課
農業振興課

農業委員会

南部農業
共済組合

ぶんご大野
農　協

園芸課

担い手
支援課

ぶんご大野
農　協

営農企画課
食糧課

水田農業
推進協議会

コ
ピ
ー

ぶんご大野
農協

畜産課相談室兼会議室

入
り
口
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清川支所清川支所清川支所

※2階に事務室はありません。

※2階、3階に事務室はありません。

TEL 0974-35-2111
FAX 0974-35-2114

1階

1階

1階 2階

市　民　課

大野支所
※保健センター内の健康福祉係は、支所１階
　市民課内に移動しました。

その他関連課

清川診療所

教育委員会支局

TEL　0974-35-3561
FAX　0974-35-2016
TEL　0974-35-2372
FAX　0974-35-2344

課　名 電話・FAX番号

その他関連課

市民課（健康福祉）

教育委員会支局

文化財課・歴史民俗資料館
生涯学習課・緒方図書館

TEL　0974-42-3800
FAX　0974-42-3500
TEL　0974-42-3161
FAX　0974-42-3162
TEL　0974-42-4141
FAX　0974-42-2705

課　名 電話・FAX番号

※3階に事務室はありません。

その他関連課

教育委員会支局

文化振興室・朝倉文夫記念館

TEL　0974-72-0048
FAX　0974-72-0466
TEL　0974-72-1300
FAX　0974-72-1302

課　名 電話・FAX番号

会議室 電算室

男子
便所

女子
便所

倉庫
無線室

産業建設課
（農業委員会支局） 

通用口

正面玄関

玄関

入口

給湯室

会議室 面談室
支所長室

身障者
用便所
給湯室

宿直室

相談室

総   務   課
(会計課分室)

朝地支所朝地支所朝地支所 TEL 0974-72-1111
FAX 0974-72-0417

印刷室

駐
車
場
側
玄
関

（会計課分室）

市　民　課
（市民生活）

総　務　課

支所長室

会議室

市民ホール

産業建設課
（農業委員会支局） 

女子
便所

男子
便所

身障者
用便所

緒方支所緒方支所緒方支所 TEL 0974-42-2111
FAX 0974-42-4019

相談室

ホール
（コミュニティバス
待合室）

夜間通用口

玄関

男子便所

女子便所

男子便所

女子便所
宿直室 無線室 電算室

男　子
厚生室

女　子
厚生室

小会議室

総　務　課

（会計課分室）

産業建設課
（農業委員会支局）

支
所
長
室市　民　課

千歳支所

犬飼支所
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清川支所大野支所大野支所大野支所 TEL 0974-34-2301
FAX 0974-34-2277

1階

1階

市　民　課

※2階、3階に事務室はありません。
※保健センター内の健康福祉係は、支所１階市民課内に移動しました。 

その他関連課

TEL 0974-34-3603　FAX 0974-34-3603
TEL 0974-34-2130　FAX 0974-34-3123
TEL 0974-24-5321　FAX 0974-24-5325

課　名 電話・FAX番号

朝地支所

緒方支所

人権推進同和対策課・隣保館
教育委員会支局
情報センター

千歳支所千歳支所千歳支所 TEL 0974-37-2111
FAX 0974-37-2140

※2階に事務室はありません。

その他関連課

教育委員会支局

文化振興室・幸寿美術館

TEL　0974-37-2069
FAX　0974-37-2604

TEL　0974-37-3788

課　名 電話・FAX番号

犬飼支所犬飼支所犬飼支所 TEL 097-578-1111
FAX 097-578-1159

※3階に事務室はありません。

その他関連課

教育委員会支局 TEL　097-578-1281
FAX　097-578-0117

課　名 電話・FAX番号

宿
直
室

支
所
長
室

産業建設課
（農業委員会支局） 

女子
便所

男子
便所 総　務　課

（会計課分室）

正面玄関

正面玄関

印
刷
室

通
用
口

相
談
室

市　民　課

通用

ホール

総務課
（会計課分室）

産業建設課
（農業委員会支局） 

会議室

男子便所 

女子便所
身障者
用便所

大分銀行ATM

支所長室

総　務　課

自販機

電算室

第2電算室

図書室

宿直室 相談室 会議室

男子便所 

女子便所

（会計課分室） 市　民　課

市　民　課 市　民　室

正面玄関

産業建設課
（農業委員会支局） 

支所長
総　務　課

男子便所 

女子便所

1階 2階
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男女がお互いを理解
しあい、思いやりを
もって協力しあう
“生き活き豊後大野市”
をめざして

４つの
『基本理念』と
３つの
『基本目標』と
13の
『重点目標』

　市民一人ひとりが、夢や生きがいをもち、自分らしい生活を送るためには、男女が互いに人権を尊重しつ
つ責任も分かち合い、性別にかかわりなくその個性と能力を十分に発揮することができる「男女共同参画
社会」を築いていく必要があります。平成17年に「豊後大野市男女共同参画推進条例」を制定し、昨年は市
民の皆さんのご協力により「男女共同参画社会づくりに向けての市民意識調査」を実施しました。そしてこ
のたび、豊後大野市男女共同参画基本計画を策定しましたので公表します。

3つの基本目標

＊市民の皆さんの実践例＊
●「ありがとう運動」を実践し、異性に対する思い
やり等について話しあいましょう。
●家事・育児・介護などを、家族一人ひとりが主体
的に担う思いやりが大切です。
●政策や地域活動における方針を決めるときは、
男女とも積極的に参画し意見を出しましょう。

❶ 男女平等をめざした　人づくり
❷ 男女共同参画実現のための　環境づくり
❸ 男女がともに参画する　まちづくり

人権推進同和対策課
☎0974－22－1001

プラン（概要）が必要な方は、

首藤会長（教育長）から芦刈市長へ答申

い い

❶男女が人としての尊厳を重んぜられる事
　男女が、人としての尊厳を重んぜられることはもち
ろん、男女どちらかに負担がかかることのないように、
思いやりをもって、ともに力を合わせて、子育てや介護
をしながら、仕事や地域活動、趣味の活動など、自分ら
しく生き活きと生活できることが大切です。

❷性別により差別的取り扱いを受けないこと
　男女共同参画社会は、性別について公正な社会とい
うことです。女性も男性も「女だから、男だから」という
ことで活動の場を制限されることなく、一人ひとりが個
人として尊重されなければなりません。意図的でなく
ても性別により差別的取り扱いを受けないことが保障
される社会づくりをめざします。

❹人権侵害であるあらゆる暴力が根絶されること
　人権侵害である男女間の身体的、精神的、経済的、性
的暴力等、あらゆる暴力が根絶されるために、あらゆる
場で、暴力根絶の意識啓発を推進し、暴力の早期発見、
事件の未然防止、早期解決が必要です。

4つの基本理念

❸男女が社会の対等な構成員として、能力を発揮
する機会が確保されること
　性別による固定的な役割分担や、社会における制度
や慣行を見直し、男女の自由な活動の選択を妨げるこ
とがないように、女性も男性も、その能力を発揮する機
会が確保されなければなりません。
　また、市、事業者その他の団体における政策や方針
の立案及び決定に男女が対等に参画する機会の確保も
重要です（数値目標：審議会委員等の女性割合を平成
22年までに３０％をめざす）。

みなさんの意見にお答えします
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私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
の
中

で
、同
和
問
題
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

感
じ
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、「
も
う
同
和
問
題
は
な
く

な
っ
た
」「
こ
の
ま
ま
そ
っ
と
し
て

お
け
ば
そ
の
う
ち
な
く
な
っ
て

い
く
」と
思
っ
て
い
る
方
は
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。し
か

し
、こ
の
考
え
は
少
な
く
と
も

次
の
２
点
で
誤
って
い
ま
す
。

　

第
１
は
、そ
の
ま
ま
に
し
て

お
い
て
差
別
は
な
く
な
ら
な

か
っ
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
で

す
。明
治
４（
１
８
７
１
）年
に

解
放
令
が
公
布
さ
れ
130
年
余

り
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、約

100
年
間
は
行
政
が
積
極
的
な

取
り
組
み
を
行
わ
な
い
状
況
が

続
き
ま
し
た
。そ
う
し
た
こ
と

が
原
因
で
、今
で
も
大
き
な
社

会
問
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
で

す
。具
体
的
な
事
例
と
し
て
、

差
別
落
書
き
を
は
じ
め
、全
国

の
同
和
地
区
を
一
覧
に
し
た
差

別
図
書「
部
落
地
名
総
鑑
」が

昨
年
再
発
覚
、ま
た
行
政
書
士

等
の
有
資
格
者
が
戸
籍
謄
本

な
ど
を
不
正
取
得
し
、調
査
会

社
に
販
売
し
て
い
た
こ
と
が
平

成
17
年
に
発
覚
す
る
な
ど
、部

人権
・

同和
啓発

コー
ナー

　昨年８月と１２月に、市民の皆さんを対象にした人権講演会を開催しました。あなたは参加されましたか。本年度も計画をし
ていますので、ぜひ参加してください。
　昨年度開催した２回の人権講演会の際に、講演会等に関するアンケートを行いました。参加者の皆さんから講演内容に対
する感想や、これからの啓発方法に対する意見など多くの声をいただきました。どれも参考になるもので今後の啓発に反映
していきたいと思います。
　アンケートの中に、次のようなご質問がありましたので、皆さんと一緒に考えてみましょう。

みなさんの意見にお答えしますみなさんの意見にお答えしますみなさんの意見にお答えします

質問

同
和
問
題
は
知
ら
な
い
人
が
多
い
し
、
同
和

問
題
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
に
も
わ
ざ
わ

ざ
教
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か

落
差
別
を
助
長
す
る
行
為
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

第
２
は
、「
そ
の
う
ち
に
な
く

な
る
か
ら…

」と
い
う
考
え
方

で
す
。こ
れ
は「
な
く
な
る
ま
で

は
、差
別
さ
れ
て
も
し
か
た
が

な
い
。そ
れ
ま
で
は
我
慢
し
て

く
だ
さ
い
」と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
差
別
を
な
く
す
努
力

を
し
な
い
で
、差
別
を
認
め
、許

す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

同
和
問
題
は
、現
在
の
社
会

に
も
ま
だ
根
深
く
残
っ
て
い
る

の
で
す
。そ
の
解
決
の
た
め
に

は
、同
和
問
題
の
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

お
互
い
が
尊
重
さ
れ
た
社
会

を
築
い
て
い
く
に
は
、人
の
心
の

痛
み
を
感
じ
、人
権
へ
の
配
慮

が
態
度
や
行
動
に
あ
ら
わ
れ
る

よ
う
な
人
権
感
覚
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こんにちは！

こちら「地域包括支援センター」です！
高齢者なんでも相談窓口～どんな事でもお気軽にご相談ください～

お問い合わせ先
豊後大野市地域包括支援センター
（豊後大野市役所となり ひなたぼっこ内）
☎0974-22-1001

自立して生活できるよう支援します
●要支援1・2と認定された方は、介護保険の予防サービス
を利用できます。
●支援や介護が必要となるおそれの高い人や自立した生
活をしている人などは、介護予防事業を利用できます。

高齢者の皆さんの権利を守ります
●高齢者のみなさんが安心していきいきと暮らすために、
みなさんの持つさまざまな権利を守ります。成年後見制
度の紹介や虐待を早期に発見したり、消費者被害などに
対応します。

地域包括支援センターでは、主任ケアマネージャー、保健師、社会福祉士などが中心になっ
て高齢者のみなさんの支援を行います。専門分野の知識をもつ３職種が連携をとりながら
「チーム」として総合的にみなさんを支援します。

「地域包括支援センター」
保健師 主任

ケアマネージャー 社会福祉士

なんでもご相談ください
●高齢者のみなさんやその家族、近隣に暮らす人の介護に
関する悩みや問題に対応します。介護に関する相談や心
配ごと、悩み以外にも、健康や福祉、医療や生活に関する
ことなど、なんでもご相談ください。

さまざまな方面から支援します
●みなさんを支える地域のケアマネージャーの指導や支
援のほか、高齢のみなさんにとってより暮らしやすい地
域にするため、さまざまな機関とのネットワークつくりに
力をいれます。
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　２月５日、畜産大賞表彰式が東京都で行われ、温見地域畜産振興会が地域畜
産振興部門で優秀賞を受賞。また、大分県農業賞表彰式で、営農集団・銘柄産地
の部で最優秀賞を受賞しました。
　同振興会は、肉用牛としいたけの複合経営で、牛を林間放牧し中山間という
地域の特性を生かした取り組みを行い、乾椎茸は全国でもトップクラス。
　また、農畜産物の直売所として「里の駅　やすらぎ交差点」を開設。農業を核
とした地域づくりを行っています。
　３月14日、里の駅で行われた祝賀会で小野英一会長は
「昭和55年に朝日農業賞をいただき、今回また大きな賞

をいただいた。これを励
みに地域のみならず、大
分県の農業のけん引役
として活動していきた
い」と力強いあいさつ。

無病息災願い　大野町どんど焼

▲「後継者をしっかり育てて
　いきたい」と安藤さん

▲激しく燃え上がるどんど

全国優良担い手表彰
農林水産省経営局長賞
　全国優良担い手表彰・発表会が
2月26日、東京都で行われ、安藤豊
作さん（朝地町）が農林水産省経
営局長賞を受賞。肉用牛（繁殖）
の規模拡大で経営改善を図ってい
る取り組みが評価されました。

　米、麦、大豆を中心に作付け
を行い、厳しい土地条件の中で
耕地利用率は200％を達成。
　また、麦や大豆の栽培管理に
優れ、地域内外で収量向上、作
業効率アップの指導を行うな
ど、地域になくてはならない担
い手として活動をしています。

むらづくりの部　特別賞
金田むらづくり
推進協議会（三重町）
　同協議会は、平成7年の環境整備
を契機に地区全戸（42戸、うち農家
25戸）が参加して発足。
　集落営農の取り組みや、農産物直
売所「よっちょくれ」、加工所「いも
庵」を開設するなど、多彩なむらづく
りを地域全体で取り組んでいます。

温見地域畜産振興会（朝地町）
畜産大賞で優秀賞・大分県農業賞で最優秀賞

１本でもにんじん、９本だと…？

▲振興会長の小野英一さん

　三重町赤嶺の三浦文子さん宅に９本足のに
んじんが届きました。友人から箱ごともらった中
に入っていたそうで、よく見ると１本の軸から大

小あわせて９本もの足
が。飲食店を経営して
いることもあり、多くの
食材に触れてきた三浦
さんもびっくり。「昨年
はかなり大きな大根で
話題になり、今年はに
んじん。来年はどんな
野菜か楽しみです」と
話しています。▲９本足のにんじんと三浦さん

２月２７日、大分県農業賞表彰式が大分市で行われ、次の皆さんが表彰されました。大分県農業賞

企業的農家の部　優秀賞企業的農家の部　優秀賞
五郡博志さん ・五郡博志さん ・
町子さん（三重町）町子さん（三重町）

企業的農家の部　優秀賞
五郡博志さん ・
町子さん（三重町）

　２月　２月1818日、大野町総合運動公園でどんど日、大野町総合運動公園でどんど
焼が行われ、正月飾りやお守りを手に多くの焼が行われ、正月飾りやお守りを手に多くの
人が集まりました。神楽や太鼓、花火の後、ど人が集まりました。神楽や太鼓、花火の後、ど

んどに火が入れらんどに火が入れら
れ、今年初めてのれ、今年初めての
願い札約願い札約250250個と個と
ともに勢いよく燃ともに勢いよく燃
え、炎はぱちぱちとえ、炎はぱちぱちと
音を立て空高く燃音を立て空高く燃
え上がりました。そえ上がりました。そ
の後、餅を焼いての後、餅を焼いて
食べ無病息災を願食べ無病息災を願
いました。いました。

　２月18日、大野町総合運動公園でどんど
焼が行われ、正月飾りやお守りを手に多くの
人が集まりました。神楽や太鼓、花火の後、ど

んどに火が入れら
れ、今年初めての
願い札約250個と
ともに勢いよく燃
え、炎はぱちぱちと
音を立て空高く燃
え上がりました。そ
の後、餅を焼いて
食べ無病息災を願
いました。

▲左から五郡町子さん、博志さん、金田むらづくり推進協議
会長伊藤純一さん、JAぶんごおおの廣瀬暢洋組合長
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本場のキムチづくりを体験
　２月25日、三重町農村環境改善センターで、オールフレ
ンズ 国際交流のつどいが開催されました。
　今回は、清川町の国際交流員黄（ファン）さんの母、全美
淑（チョン ミスク）さんが、本場韓国のキムチづくりを紹介。
事前学習で、「手に入りにくい食材では何を代用品にすれ

ばいいのか」「キムチを作
るうえでの重要なポイン
トは」などたくさんの質問
がありました。そして午後
から実践学習。丁寧な指
導のもと、皆さん楽しみ
ながらキムチづくりを学
習しました。

ご存知ですか？　「電話お願い手帳」
　３月３日、NTT西日本大分支店より「電話お願い手帳」の
寄贈（160部）がありました。この手帳は、聴覚や言葉の不
自由な方が外出先で電話連絡などを行う際に、用件や連
絡先などを書いて近くの方に協力をお願いするためのも
の。緊急時の伝言やお願い事項などが簡単に記載され、お

願いする方の意思が伝わりやすいよう
に工夫されています。
　聴覚や言葉が不自由なかたはぜひ
ご活用ください。また、依頼された方は
依頼者のお手伝いをお願します。
　手帳は市役所生活支援課に設置
しています。

　３月４日、犬飼町下農部安心安全パトロール隊上津尾地
区隊員と、上津尾区民有志、あわせて20名で、区内の道路
清掃とパトロールの合同活動を行いました。
　上津尾区では、「安全安心で清潔な上津尾区を作ろう」
を合言葉に様々な市民活動に参加しています。しかし、区
民の減少や高齢化などにより、個別に活動を行うことが難
しくなり、初の試みとして、清掃活動と安全パトロールを合
同で行いました。

安全安心で清潔な地域に

▲市民ホールで除幕を受けた
　カウントダウンボード

▲隊員を背に決意表明を行う副隊長の後藤敏生さん

▶
ご
み
の
分
別
作
業
を
す
る
皆
さ
ん

国体の成功に向けてカウントダウン！

認
知
症
は
身
近
な
問
題
で
す

豊
後
大
野
市
認
知
症
予
防
講
演
会

▲キムチづくりについて講義する
　全（チョン）さんと通訳する黄（ファン）さん

◀寄贈いただいた「電話お願い手帳」

　３月１日、市役所市民ホールで、チャレンジおおいた国
体カウントダウンボード除幕式が行われました。
　市長と教育長が勢いよく幕を引っ張ると、豊後大野市で
開催される競技種目と開催日程、開催日までの残日数を表
示したボードが登場し、カウントダウンがスタートしました。

　職員の手づくりによる
ボードには、手づくりの
おもてなしで国体選手を
お迎えしようという思い
も込められています。市
民皆さんも一体となり、
国体の成功に向けて取
り組みましょう。

　

２
月
17
日
、

エ
イ
ト
ピ
ア

大
野
で
豊
後

大
野
市
認
知

症
予
防
講
演

会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、千
歳
町
の
４
H（
ヨ
ン
エ
イ
チ
）の
皆
さ
ん

が
、歌
や
体
操
な
ど
を
交
え
た
認
知
症
予
防
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
後
、エ
イ
ジ
ン
グ
ラ
イ
フ
研
究
所
副
所
長

高
槻
絹
子
さ
ん
が「
認
知
症
は
防
げ
る
治
せ
る
」と
題
し
て

講
演
。研
究
・
経
験
を
通
じ
て
の「
脳
の
健
康
」の
話
を
、参

加
者
は
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。ま
た
三
重
町
の
あ
ん

し
ん
研
究
会
の
活
動
紹
介
が
あ
り
、そ
の
取
組
状
況
な
ど

に
皆
さ
ん
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

▲「認知症はちょっとした
　注意で防げる」と話す
　講師の高槻絹子さん

　２月１７日、大野東みんなの家（旧東部小学校）で、大野東
みんなの家パトロール隊の発隊式（隊員60名）が行われま
した。
　はじめに隊長の坂本栄喜さんが「地域の皆さんが一体
となって地区の安全確保に努め、東部地区を盛り上げてい
きたい」とあいさつ。次に大野町老人クラブ女性部が、安全
を祈願するワッペンを贈呈。最後に副隊長後藤敏生さんが
決意表明を行い、式は終了しました。
　大野町で３
つ目となったパ
トロール隊の
発隊。安全の
輪は確実に市
内に広がって
いるようです。

地域の安全は地域で
－大野東みんなの家パトロール発隊式―

企業的農家の部　優秀賞
五郡博志さん ・
町子さん（三重町）

　２月18日、大野町総合運動公園でどんど
焼が行われ、正月飾りやお守りを手に多くの
人が集まりました。神楽や太鼓、花火の後、ど

んどに火が入れら
れ、今年初めての
願い札約250個と
ともに勢いよく燃
え、炎はぱちぱちと
音を立て空高く燃
え上がりました。そ
の後、餅を焼いて
食べ無病息災を願
いました。
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B
部
優
勝
で

A
部
昇
格
！

お
め
で
と
う

豊
後
大
野
チ
ー
ム

好
天
気
の
中
、健
脚
を
競
う

好
天
気
の
中
、健
脚
を
競
う

好
天
気
の
中
、健
脚
を
競
う

▶
市
役
所
前
で
は
、た
く
さ
ん
の
声
援
を

　

背
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た

　

三
重
町
の
豊（
ぶ
ん
）ぐ
り
太

鼓
が
、県
内
一
周
大
分
合
同
駅
伝

競
走
大
会
の
応
援
大
賞
に
決
定
。

　

豊
ぐ
り
太
鼓
は
豊
勇
会（
豊
肥

環
境
セ
ン
タ
ー
）の
勇
ま
し
い
太

鼓
と
、ど
ん
ぐ
り
幼
稚
園
児
の
か

わ
い
ら
し
い
太
鼓
の
共
演
で
、ら

い
で
ん
祭
り
で
使
用
し
た
山
車

の
前
で
の
応
援
は
ひ
と
き
わ
目

立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

場
所
提
供
を
し
て
い
る
合
同

新
聞
三
重
西
部
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

所
長
の
栗
林
智
盛
さ
ん
は「
３
年

前
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
が
、大

賞
を
も
ら
え
て
自
分
の
こ
と
の

よ
う
に
う
れ
し
い
」と
話
し
て
い

ま
す
。

応
援
も
頑
張
り
ま
し
た

豊
ぐ
り
太
鼓
が

応
援
大
賞

調べ学習コンクール
最優秀賞に太田さん（大野小）

▶
大
賞
を
手
に
し
た

　

豊
勇
会
と
ど
ん
ぐ
り
幼
稚
園
の
皆
さ
ん

▲最優秀賞受賞の太田さん（中央）

　第58回県学校書写書道展で千歳中学校の石川裕樹さ
んが教弘50周年記念賞、広瀬沙紀さんが優秀賞を受賞し
ました。共に３年生の二人は、受験を控え練習期間が限ら
れた中での受賞となりました。石川さんは１月に開かれた
第11回県小中学生書道チャンピオン大会でチャンピオン
賞県知事賞を
受賞、広瀬さ
んは２月に県
書教会長賞を
受賞するなど
続けての見事
な受賞となり
ました。

書道で連続受賞 

▲書道で表彰された石川さんと広瀬さん

　

第
49
回
県
内
一
周
大
分
合
同

駅
伝
競
走
が
２
月
19
日
か
ら
23

日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、豊
後
大

野
市
チ
ー
ム
が
大
健
闘
。B
部

優
勝
を
成
し
遂
げ
、念
願
の
A

部
昇
格
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
B
部
優
勝
を
受
け
、

勢
い
に
乗
っ
た
形
で
今
年
の
レ
ー

ス
に
臨
み
、そ
の
上
す
ば
ら
し
い

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
、今
回

の
結
果
を
導
い
た
よ
う
で
す
。

　

今
後
は
A
部
の
定
着
が
期
待

さ
れ
る
豊
後
大
野
市
チ
ー
ム
。

皆
さ
ん
の
更
な
る
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

　２月23日、図書館を使った調べ学習コンクールの表彰式
が大分県立図書館で行われ、小学校の部で大野小学校５
年生の太田雅子さんが最優秀賞を受賞しました。
　梅干について調べた太田さんは、「私は、おばあちゃんの
作る梅干が大好きですが、クラスのみんなは嫌いと言いま
す。だから、梅干のおいしい食べ方を調べて、みんなに教え
て食べてもらいたいと
思いました」と話す。
　色々な人に話を聞
いたり図書館で調べ
たり、調べ学習の楽し
さを知ることができた
ようです。

　

２
月
11
日
、第
２
回
豊

後
大
野
市
大
野
町
駅
伝

競
走
大
会
が
大
野
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。各
地

区
の
代
表
選
手
が
、８
区

間
に
わ
た
っ
て
タ
ス
キ
を

つ
な
ぎ
、健
脚
を
競
い
ま

し
た
。

　

沿
道
に
は
た
く
さ
ん

の
応
援
が
か
け
つ
け
、そ

の
声
援
を
背
に
、選
手
は

キ
ツ
イ
表
情
を
浮
か
べ
な

が
ら
も
、頑
張
っ
て
走
っ

て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
。

優　

勝 

つ
ば
さ
チ
ー
ム

準
優
勝 

沈
堕
の
滝
チ
ー
ム

第
３
位 

ひ
か
り
チ
ー
ム

東
京
で
も
勇
壮
な
舞
を
披
露

　

２
月
16
日
、東
京
国
立

劇
場
で
行
わ
れ
た
「
国

際
民
俗
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」に
清
川
町
の
御
嶽

神
楽
が
出
演
し
ま
し
た
。

国
内
か
ら
３
団
体
の
み

が
出
演
す
る
中
の
一つ
と

し
て
「
岩
戸
開
」
を
披

露
。そ
の
勇
壮
な
舞
で
、

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

国
指
定
の
答
申
を
受

け
た
ば
か
り
の
神
楽
座

を
応
援
し
よ
う
と
、会
場

に
は
在
京
豊
後
大
野
市

人
会
や
き
よ
か
わ
会
の

メ
ン
バ
ー
も
多
数
つ
め

か
け
、全
国
に
誇
れ
る
郷

土
の
宝
を
じ
か
に
味
わ

い
ま
し
た
。

▶
勢
い
よ
く
ス
タ
ー
ト
！！

▶「
岩
戸
開
」を
舞
う

　

御
嶽
神
楽
の
皆
さ
ん

『大分合同新聞3月9日朝刊掲載から』
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好
天
気
の
中
、健
脚
を
競
う

三
重
町
陸
上
ク
ラ
ブ
ア
ベ
ッ
ク
Ｖ

　

２
月
11
日
、九
州
石
油
ド
ー
ム

に
お
い
て
第
15
回
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
駅
伝
交
流
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。男
女
併
せ
て
過
去
最

多
の
95
チ
ー
ム
が
参
加
し
、三
重

町
陸
上
ク
ラ
ブ
が
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

と
い
う
快
挙
を
達
成
。日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、男
子
が
２

年
連
続
３
度
目
の
優
勝
、女
子
が

２
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

　

選
手
は
次
の
と
お
り
。

男
子　

後
藤
建
志
郎
、古
沢
慶
一、

古
沢　

叡
、佐
藤
孝
行
、渡
辺　

凌
、田
崎
将
真
、小
池
遥
平

女
子　

森
田
侑
莉
、藤
田
み
な

み
、生
野　

遥
、高
野
安
弥
、佐
々

木
暢
子
、工
藤
佑
華
、後
藤
美
音

緒
方
町
こ
ん
に
ち
は
卓
球
大
会

犬
飼
町
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

　

２
月
20
日
、平
成
18
年
度
第
３
回
犬

飼
町
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
が
犬
飼
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
プ
ロ
車
イ
ス
ア
ス
リ
ー
ト
の

廣
道
純
さ
ん
を
迎
え
、「
ど
う
せ
、生
き

る
な
ら
」と

題
し
、障
が

い
を
持
っ
て

か
ら
車
イ

ス
マ
ラ
ソ
ン

に
出
会
う

ま
で
、そ
し

て
そ
れ
か

ら
の
生
き

方
な
ど
を

熱
く
語
っ
て

い
た
だ
き

ま
し
た
。

第
31
回

清
川
町
地
域
対
抗
駅
伝
大
会

　

２
月
18
日
、第
31
回

清
川
町
地
域
対
抗
駅

伝
競
走
大
会
が
清
川

中
学
校
周
辺
で
７
区
間

９
．３
キ
ロ
を
８
チ
ー
ム

の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

結
果
は
次
の
と
お

り
。

総
合
成
績

優　

勝　

砂
田
チ
ー
ム

準
優
勝　

六
種
チ
ー
ム

３　

位　

天
神
チ
ー
ム

　３月４日・11日に、第１回豊後大野市体育協会長杯野球
大会が15チームの参加で開催されました。決勝戦は千
歳アルプスVSサウンズ田嶋で行われ、接戦の末５対２で
千歳アルプスが優勝しました。結果は次のとおり。

豊後大野市体育協会長杯野球大会

　２月25日、第28回緒方町すこやかゲートボール大会が
緒方総合運動公園ゲートボール場で行われました。23
チーム180名が参加した今大会は、三世代の交流を目的
とするもので、小中学生は高齢者の指導を受けながら試
合を行いました。結果は次のとおり。
総合優勝　冬原B
総合準優勝
軸丸北B
総合第３位　大石A
コート優勝
下自在B、知田
冬原A、中野B
中野A、馬場B

緒方町すこやかゲートボール大会

　３月８日、西ノ宮公園特設ゲートボール場において、第29回
三重町民ゲートボール大会が行われました。「すこやか・かろ
やか・さわやか」を大会スローガンに21チーム125名が参加
し、日頃の練習の成果を発揮しました。
結果は次のとおり。
優　勝　三重原チーム
準優勝　芦刈チーム　第三位　肝煎チーム、菅生チーム

三重町民ゲートボール大会

▲優勝した砂田チーム

▶
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▲高齢者の指導を受けながらエイッ！

▲優勝報告をする選手の皆さん

▲熱く語る廣道純さん
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優　勝　千歳アルプス
最優秀選手　若杉栄樹（千歳アルプス）
優秀選手　木口　亨（サウンズ田嶋）
優勝監督　佐々木亮侍（千歳アルプス）　
敢闘賞　森田典秋（三重ファイターズ）・佐藤寿幸（朝地ジャイアンツ）

準優勝　サウンズ田嶋



１対象者

２健診内容

３自己負担金

４検診実施日
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～定期的に健診を受け、自己の健康管理に活かしましょう！～
　平成19年度の豊後大野市住民健診は市内会場で実施する集団健診、医療機関健診（厚生連健康管理センター）、節目健診
（公立おがた総合病院）の３種類です。
　これらの健診は、重複して受けると市からの助成がなく全額自己負担でお受けいただくようになりますので、ご希望の健
診を選んで受診してください。

19年度健康診査のお知らせ

ア、市内会場で実施する集団健診
基本健診とがん検診が同日に受けられる総合健診です。

健診内容 対象者 健診費用 自己負担金
結核（肺がん）健診 40歳以上 1,500円 200円
基本健康診査 18歳以上 4,850円 なし
胃がん検診 40歳以上 4,330円 400円

子宮がん検診 20歳以上
（偶数年齢の方） 3,770円 400円

乳がん検診

40歳代
（偶数年齢の方） 6,140円

400円
50歳以上

（偶数年齢の方） 4,430円

大腸がん検診 40歳以上 1,450円 200円

前立腺がん検診 55歳以上
（偶数年齢の方） 2,000円 200円

骨密度検査 18歳以上
（偶数年齢の方） 1,500円 200円

○検診実施日は、後日チラシにてお知らせします。
○子宮がん・乳がん・前立腺がん検診と骨密度検査

については、市からの助成が2年に1回になりまし
た。19年度は偶数年齢（20年4月1日時点の年齢を
基準日）の方が助成対象となります。

（対象外の方も受診できますが、全額自己負担と
なります）

※18年度に行った対象者調査で希望された
方や健診を受診された方には健診1 ヶ月前ま
でには健診キットをお届けします。18年度
に申込をしていない方又は転入等された方
は市役所 健康福祉課又は支所の市民課まで
お申し込みください。健診キットをお届けし
ます。（健診会場に直接お越しいただいても
受診できます。）

イ、医療機関健診
厚生連健康管理センター（別府市鶴見）で健診を受けた場合、集団健診と同
額を市から助成します。
対象者、助成健診項目：アの集団健診と同じ
健診場所：厚生連健康管理センター（各農協支店から送迎バスが出ます）

検査内容 性 健診費用 自己負担金
標準コース<Bコース>
結核・基本・がん検診等

男 31,500円 20,070円
女 36,225円 24,895円

充実コース<Cコース>
Bコース+骨部X線+腹部超音波+肝炎等

男 39,480円 28,050円
女 44,205円 32,875円

※自己負担金は受診項目や年齢に
より変わります。子宮がん・乳が
ん・前立腺がん検診、骨密度検査
については偶数年齢の方には助
成があります。

●申し込み方法
豊後大野市内JA各支店窓口に直
接お願いします（JAの回覧でお申
し込みいただくか、JA各支店に
電話等でお申し込みください。）

ウ、節目健診
下記の年齢の方は、節目健診の対象になります。対象になる方には、２月に個別に案内をして申
し込み受付をしていますが、転入等で申し込みをしていない方はご連絡ください。

40歳・45歳・50歳55歳・60歳・65歳（平成20年4月1日時点での年齢）

健診場所：公立おがた総合病院
検査項目：基本健診、胸部レントゲン、胃がん・子宮がん・乳がん検診、大腸がん検診

（便検査）腹部超音波検査、前立腺がん検診（55歳以上）肝炎検査（40歳）

男性（45・50歳）2,200円　（40・55・60・65歳）　2,400円
女性（40歳）3,200円　（45・50・55・60・65歳）　3,000円

4月～12月にかけて予定しています。
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乳幼児健診のお知らせ お子さんの成長を知る大切な時期での健診ですので、ぜひ受診しましょう！！
健診内容 日　時 対象児 会　場

１歳６か月児健診 ４月13日㈮
受付13時～

三重町、千歳町、犬飼町の
平成17年８月１日～９月15日生まれの幼児 三重農村

環境改善センター
３歳６か月児健診 4月19日㈭

受付13時～
三重町、千歳町、犬飼町の

平成15年９月１日～10月15日生まれの幼児
〔持ってくるもの〕・母子健康手帳・送付された問診票等
　　　　　　　　 （お願い）都合で受診できないときは、保健師にご連絡ください。次回の健診をご案内します。

日　時　４月18日㈬　10時～12時
場　所　豊後大野市中央公民館
内　容　「ベビーマッサージ」（安倍 本子 氏）
対象児　６～７か月の赤ちゃんとその保護者

※準備の都合上、一週間前までに電話予約
をお願いします。

実施日 時　間 事業名 会　場
９日㈪、26日㈭ 11時～12時 子育て相談 三重ふれあい児童館
10日㈫ 10時～12時 おしゃべり広場 犬飼保健センター
11日㈬ 10時～12時 ふたごの会 清川保健センター
９日㈪、23日㈪ 14時～16時 子育て休憩室 大野保健センター
19日㈭ 10時～12時 子育て広場 千歳保健センター
25日㈬ 10時～12時 ぱわふるKidsくらぶ 朝地母子健康センター

お問い合わせは
保健師まで！

豊後大野市役所 健康福祉課 ☎0974－22－1001
支所 市民課
清川支所     0974－35－2105         大野支所     0974－34－2305
緒方支所     0974－42－3800         千歳支所     0974－37－2111
朝地支所     0974－72－1111         犬飼支所     097－578－1111

すくすくひろば
(育児学級)

のお知らせ

４月の
育児相談の
お 知 ら せ

お子さんの成長やかかわり方、ちょっとした子育てに関する疑問など何でもご相談ください。

ポリオ予防接種のお知らせ
生後3～90月未満のお子さんを対象に下記の日程で行い
ます。

ポ
リ
オ

13時30分～
14時15分

4月10日㈫ エイトピアおおの
4月11日㈬ 千歳保健センター
4月18日㈬ 緒方すこやかセンター
4月20日㈮ 大野保健センター
4月25日㈬ エイトピアおおの

食生活改善指導者講習会受講生募集のお知らせ！
　栄養の基本や生活習慣病予防等、「食生活」に関する講習会を５月より毎月１回（年
11回）開催します。
◇対象者:年間を通して参加できる方で、本講習会受講後、市内において食生活に関
するボランテイア活動をしていただける方

◇募集数：30名
◇日　時：初回５月17日㈭の予定。以後３月まで毎月

１回開催。
◇場　所：豊後大野市三重中央公民館
◇内　容：学習・調理実習（テーマに沿った内容）・

グループワーク等
◇受講料：無料ですが、調理実習の時は材料代を

徴収予定です。
◇申し込み期限：４月20日㈮まで （各支所保健師まで）

※母子健康手帳をお持ちください。
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中　央 ☎0974－22－2111
菅　尾 ☎0974－22－3349
白　山 ☎0974－26－2260
清　川 ☎0974－35－2372
緒　方 ☎0974－42－3161
上緒方 ☎0974－45－2001

小富士 ☎0974－44－2111
朝　地 ☎0974－72－0048
大　野 ☎0974－34－2130
大野分館 ☎0974－34－2130
千　歳 ☎0974－37－2069
犬　飼 ☎097－578－1281

◉国民年金保険料変更のお知らせ
　平成19年４月からの国民年金保険料は、月額14,100円となりました。
　納め忘れがあると、将来受ける年金が少なくなったり、年金を受け
られなかったりする場合があります。国民年金保険料は必ず期限内に
納めましょう。保険料の納付は、便利な口座振替やお得な前納制度も
ありますので、是非ご利用ください。
◉学生さん必見！ 学生納付特例制度

　日本国内に住むすべての人は、20歳になった時から国民年金の被
保険者となり、保険料を納めなければいけません。しかし、本人の所得
が一定以下の学生については、在学中の保険料納付を猶予し、卒業後
に後払いできる「学生納付特例制度」が設けられています。
　住民票のある市町村役場国民年金係で、年金手帳・印鑑・学生証また
は在学証明書を持参して手続きをしてください。
　なお、平成19年３月まで承認を受けている方で、4月以降も引き続
き学生の場合は、再度手続きを行ってください。

年金係からのお知らせ ●対象者：大学（大学院）、短
大、高等学校、高等専門学
校、専修学校及び各種学校
などに在学している20歳以
上の学生（定時制・夜間部・
通信制課程含む）
※ただし、修業年限が1年に

満たない課程に在籍して
いる方は対象となりません。

◉年金相談日
４月10日㈫ 解放会館
４月12日㈭ 三重町商工会
４月18日㈬ 竹田市総合社会福祉センター
相談時間／ 10時～15時
◇問い合わせ先
豊後大野市役所市民生活課
TEL 0974－22－1001

公民館へ
行こう

　公民館では、より多くの市民のみなさんが生涯
にわたって学習意欲を持ち、その学習の成果を地
域や社会に生かすことのできる環境づくりを支援

するため、さまざまな学習の機会を提供しています。
　公民館で実施されるたくさんの教室・クラブ・学級・講座などは、みなさ
んに配布した平成19年度「学習のススメ」でもご紹介しています。
　多くのみなさんの参加をお待ちしています。
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NHK
全国俳句大会
秀作紹介 　平成18年度NHK全国俳句大会で、朝地句会の橋

爪定直さんの作品が秀作に選ばれました。これは、
夕暮れ時、家から少し離れた松林の中で、死にも
のぐるいで鳴くせみの声を聞いて詠んだもので
す。
　俳句をはじめて4年半の橋爪さんは、これを励
みに俳句を続けていきたいと話しています。

子ども教室
ボランティア募集

受賞した橋爪定直さん

▲
かなかなの声の限りの入り日かな

平
成
19
年
度

「
お
お
い
た
県
民

ア
カ
デ
ミ
ア
大
学
」

受
講
生
募
集

　中央公民館では、小学生の
子どもたちを対象に「子ども
教室」を開催しています。
　19年度からは、いろいろな
人との交流を目的として教室
をお手伝いしていただけるボ
ランティアを募集していま
す。お礼は子どもたちの笑顔
だけですが、子どもたちとの
ふれあいが大好きな方の協力
をぜひお願いします。

● 問い合わせ先 ●
豊後大野市中央公民館
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新 刊 案 内 （中央図書館）
ひとり日和‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 青山七恵
ラスト・イニング ‥‥‥‥‥‥‥‥ あさのあつこ
悲しき人形つかい‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 梶尾真治
オニが来た‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大道珠貴
四文字の殺意‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 夏樹静子
見憶えのある場所‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 安達千夏
夢を与える‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 綿矢りさ
駆け込み、セーフ？ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 酒井順子
鈍感力‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 渡辺淳一
ぐらり!大江戸烈震録 ‥‥‥‥‥‥‥ 出久根達郎
たぶん最後の御挨拶‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 東野圭吾
よくわかる家族葬のかしこい進め方
夕張破綻と再生 財政危機から地域を再建するために
美肌のチカラ 4週間で5歳若返る
園行事に使える手話ソング
農村（ムラ）の幸せ、都会（マチ）の幸せ 家族・食・暮らし
盆栽ライフ 小さな盆栽でつくる四季折々の景色

スリングで抱っこ 赤ちゃんとママのハッピースタイル
　　　　　ふじわらよしこ　雄鶏社

　「スリング」って知っていますか？抱っこひ
もの一種ですが、最近よく見かけるようにな
りましたね。お母さんと赤ちゃんがぴったり
寄り添い、両手が使えるのでひょいとくるん
で買い物だってできちゃいます！ スリン
グの作り方とかわいいベビー小物を紹介。

599フ

中央図書館2階研修室
 4月23日～5月12日は「子どもの読書週
間」です。今年のキーワードは「科学」! 
読み聞かせのほか、ふしぎなふしぎな科
学遊びを行います。みんなで来てね!

おはなし会

日 月 火 水 木 金 土
1 2  3  4  5  6 7
8  9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30  

は休館日です

開館時間
火～金：10時～18時
土・日：10時～17時

休館日
月曜日、祝日、
毎月最終金曜日

図書館だより
2007年４月　第25号
豊後大野市中央図書館　TEL/FAX 0974-22-7733
　　　      緒方図書館　TEL 0974-42－4141　FAX 0974-42－2705

図書館見学にきたよ～
市内の小学校のみなさん

　２月から３月にかけて、
市内の小学校4校のみなさ
んが社会見学で中央図書館
にやってきました。中央図
書館へは初めて来た人も多
く、館内を見て回ったり、本
を借りたり、読み聞かせを聞いたりして１時間ほどを過ご
しました。中央図書館では希望する学校や園に、図書館に
ついての説明や貸出体験、移動図書館車見学、読み聞かせ
などを含めた図書館見学を行っています。クラスみんなで
図書館に見学に来ませんか？

大好きな恐竜を熱心に調べてい
ます。

大活字本コーナー新しく入りました！
　通常の本より活字が大きめで、目の疲れやすい方、見えにくい方
におすすめです。ぜひご利用ください！
・文学賞受賞・名作集成シリーズ全10巻
　（芥川賞篇、川端康成文学賞篇 ほか）
・くらしっく時代小説シリーズ全15巻
　（吉川英治集、大佛次郎集 ほか）
・私の食自慢・味自慢シリーズ全8巻
（すし、てんぷら、そばなど、食にまつわるエピソード）

図書館の　　　　　　　　　　
に参加しませんか?

　中央図書館・緒方図書館では、幼児から小学生を対象とした
おはなし会を行っています。小さい頃から本に親しむことが大
切と言われています。ぜひご参加ください。
中央図書館　※5月から行います

クラス名 日　時 対　象

おはなしのへや
ちゅうりっぷ組

第1・3水曜日
10時30分～

2歳児（2～3歳）
平成16年4月2日生～

平成17年4月1日生

おはなしのへや
ひまわり組

第2・4水曜日
10時30分～

3・4歳児（3～5歳）
平成14年4月2日生～

平成16年4月1日生
土曜おはなし
クラブ

第3土曜日
10時30分～

幼稚園～小学校

　お申し込みが必要です。カウン
ターまたは電話でお願いします。
　おはなしの部屋は4月25日まで
に、おはなしクラブは5月18日ま
でにお申し込みください。

緒方図書館
クラス名 日　時 対　象

おはなしのへや
第1・3土曜日
10時～

幼児～小学生
4月7日・21日

お申し込みは不要です。4月から行います。

おはなし会

10時30分～11時30分4月21日㈯
子どもの読書週間子どもの読書週間
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かるち
ゃあ

かるち
ゃあ

かるち
ゃあ

ほ
っ
と

information

文化振興室からのお知らせ
豊後大野市総合文化センター
朝倉文夫記念館
幸寿美術館

TEL 0974-22-8000
TEL 0974-72-1300
TEL 0974-37-3788

いずれも毎週月曜日休館

朝倉文夫記念文化ホールの催し

ありがとう♪

ほのぼのおおのチャリティーLive
ＨＡＲＵのえんぴつコンサート

日時●平成19年4月29日（日）
　　　開場　12時30分　　開演　13時
場所●エイトピアおおの　野外特設会場
入場料●大人…1,000円（当日1,300円）
　　　　高校生以下…入場無料（ただし、未使用の鉛筆
　　　　５本以上持参で入場できます）
　　　　チケットお求めの方は
　　　　エイトピアおおので好評販売中

　なお、コンサート終了後、ＨＡＲＵのお二人によるギ
ター・ケーナ教室が、1時間程度（受講料2,000円）で行わ
れます。
　参加者希望者は、事前に予約が必要です。（4月24日
（火）締切）お申込先は、エイトピアおおのまで。

　書家として、様々なパフォーマンスを取り入れて活動して
いる西村春齋氏の個展。詩文書歌句作品約50点を展示
し、その魅力を紹介します。会期中には毎日正午頃、会場に
て西村氏が日替わりでパフォーマンスを行う予定です。
　なお、5月5日(土)にはバイオリンなどの演奏もあります。

会　期●4月28日(土)～5月13日(日)　９時～16時30分
　　　　（会期中5月１日(火）、7日(月)は休館)
入場料●大人200円、小中高生100円
※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳
の交付を受けている方とその介護者1人は無料です（入館
時に受付で手帳を提示してください）。

「椿窯陶芸教室生作品展」「椿窯陶芸教室生作品展」西村春齋展 ～日替わりパフォーマンス「正午の舞」～

　皆さんご存知ですか？
エイトピアおおの館内の至るとこ
ろで、心温まる優しい絵手紙が迎
えてくれます。
　また、エントランスホールでは、
生花と見紛うばかりの生き生きとしたとうもろこし粘土細
工の花がお客様を驚かせています。
　お客様の心和む、癒しの空間作りにお手伝いくださって
いるのは、「菅尾地区公民館わいわい絵手紙クラブ」の皆さ
んと、当館で「コスメティックフラワー」の教室を指導されて
いる宮成幸子さんです。
　当館にお越しの際は、ぜひご覧ください。
　作品を展示してくださる皆様、いつもありがとうござい
ます。 　昨年度集まった

鉛筆を、ペルーのク
ス コ 市（ 標 高
3,500mの地）郊外
の山の中にある学
校の子ども達に贈っ
ている様子です。（平
成18年9月　ハル
撮影）

中心に海外でも活躍中）を迎え、第1部出演者とともに心あ
たたまるステージを目指します。
　当実行委員会では、彼らが続けてきた「南米の子どもたち
に文房具（鉛筆）を送る」ボランティア活動に賛同し、昨年
度から鉛筆を集めてきました。
　この度、さらに多くの方にこの活動を知っていただくとと
もに、「ほのぼのおおのラブＬｉｖｅ」をより楽しく多くの方に
参加していただきたいとの願いを込めて、「ＨＡＲＵ」のえん
ぴつチャリティーコンサートを開催いたします。

　９月２日（日）開催の、第6回「ほのぼのおおのラブLive～
バリアフリー音楽祭～」第2部ゲストが「ＨＡＲＵ」に決定し
ました！
　昨年、一昨年とたいへんご好評いただいたデュオ（福岡を

●平成１９年度　催しのご案内●

ぜ ひ ご 来 場 く だ さ い 。

5／13
6／10
7／22
8／15
9／24

10／21
11／25
 3／30

4／28～
5／26～
6／30～
7／28～
9／ 1 ～

10／ 6 ～
11／10～
3／15～

西村春斎展
豊後大野市の竹工芸展
幸　　寿　展
椿窯　佐藤珠幸陶展
第20回豊後大野市
あさじアマチュア美術展
藤野啓子 日本画展
山崎哲一郎 展
椿窯陶芸教室生作品展
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　今月は、地域に愛されながら、教育改革に挑戦している三重第一
小学校からの話題です。

子どもを見守り続けて100年「三本楠」
　三重第一小学校（衞藤憲司校長：児童417名）のサンクス広場

（さんぼんくすのきからの名称）には、昔から校庭で子どもたち
を見守り続けるシンボル「三本楠」があります。樹齢100年を越
えた記念に、校区の全世帯でつくる後援会から楠の周りに「フ
クロウ」（ちえフクロウ）「かたつむり」（夢に、向かって）「セミの
幼虫」（さあ、羽ばたけ！）の石像３体を寄贈していただきまし
た。子どもたちが楠の根っこで遊んだり、石像の周りで友だち
と語り合ったりするなど憩いの場になっています。

人権意識を育む日常活動の見直しと
学習指導の工夫・改善

　平成18年度は「一人ひとりの願いや考えを大切にし、互いに
高まり合う集団づくりをめざして」をテーマに、人権教育と算
数科の授業改善の研究を進めてきました。
　人権教育では、①人権学習の指導法の工夫・改善（心響き合
う道徳授業、差別解消に向けた科学的認識を育む社会科授業、
生活科・総合的な学習の時間において人権をテーマにした授
業）②人権意識を育む日常活動の工夫・改善（学級での子ども
同士の結びつきを深める活動、児童会や縦割り班での仲間づ
くりの活動）を柱に研究に取り組んできました。歴史学習にお
いては被差別の側にたった授業を組んだり、一人ひとりの意
見を大切にし自尊感情を高める授業展開を進めたりしていま
す。また、班活動を取り入れ、友だちのよいところを見つけてい

く日常実践に取り組んでいます。
　算数の授業改善では、子どもたちに基礎学力の定着を図る
ために個に応じた支援をし、わかる喜びや学ぶ喜び・楽しさを
実感させ、学びに向かい合う力を高める取り組みを進めてき
ました。具体的には、３年生以上の学級を2グループに分けた
少人数授業で、個に応じた指導体制を取っています。また、学
習内容の理解に応じた指導も取り入れて、より一人ひとりの学
習の成立をめざしています。子どもたちからは「自分のペース
にあってゆっくり学べることができた」「楽しく問題にチャレ
ンジできた」などの声が聞かれています。

ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
地
域
の
文
化

財
に
関
す
る
ご
意
見
・
お
問
い
合

わ
せ
は
、文
化
財
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

文
化
財
課

☎
0
9
7
4
―
42
―
4
1
4
1

■
豊
後
大
野
市
歴
史
民
俗
資
料
館

■
千
歳
ふ
る
さ
と
資
料
館

な
希
少
価
値
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
芸

能
の
完
成
度
や
継
承
の
将
来
性
も
評
価

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
今
回
の
指
定
は
、
御
嶽
神
楽

の
歴
史
性
と
伝
統
性
の
高
さ
や
、
過
去
、

現
在
、未
来
に
わ
た
る
保
存
・
継
承
の
取

り
組
み
、そ
し
て
そ
れ
に
か
か
わ
る
、す

べ
て
の
人
の
力「
マ
ン
パ
ワ
ー
」が
評
価

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

さ
て
、我
が
豊
後
大
野
市
に
は
、こ
の

御
嶽
神
楽
を
は
じ
め
多
く
の
伝
統
芸
能

が
残
っ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
幼
い
頃

か
ら
様
々
な
形
で
こ
れ
ら
の
伝
統
芸
能

に
触
れ
、
お
囃
子
の
音
を
聞
く
と
不
思

議
と
心
が
躍
る
と
い
う
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
?

　

過
疎
高
齢
化
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、

多
く
の
伝
統
芸
能
が
受
け
継
が
れ
て
い

る
こ
と
は
、
紛
れ
も
な
く「
人
の
力
」の

賜
物
で
す
。こ
の
力
が
あ
り
、
郷
土
の
誇

り
を
持
ち
続
け
る
限
り
、
私
た
ち
の
未

来
に
は
希
望
の
光
が
射
し
続
け
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
市
報
や
マ
ス
コ
ミ
で
も

話
題
に
な
り
ま
し
た
よ
う
に
、清
川
町
の

「
御
嶽
神
楽
」が
、
3
月
7
日
付
け
で
、
国

の
重
要
無 

形
民
俗
文
化
財
と
し
て
正
式

に
指
定
さ
れ
、
御
嶽
神
楽
保
存
会
と
御

嶽
神
楽
座
の
代
表
に
、文
化
庁
長
官
よ
り

指
定
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
文
化
財
が
国
の
指
定
を
受
け

る
の
は
、豊
後
大
野
市
と
な
っ
て
は
初
め

て
、合
併
以
前
に
遡
っ
て
も
平
成
9
年
に

岡
藩
主
中
川
家
墓
所（
緒
方
町
所
在
）が

国
史
跡
指
定
を
受
け
て
以
来
10
年
ぶ
り

の
こ
と
で
す
。ま
た
、
県
内
の
民
俗
文
化

財
で
は
6
例
目
、神
楽
と
し
て
は
県
内
初

の
指
定
で
す
。

　

今
回
指
定
を
う
け
た「
無
形
民
俗
文

化
財
」と
は
、そ
の
歴
史
や
伝
統
、国
内
的

▲楠の周りで遊ぶ子どもたち
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避
妊
・
虚
勢
手
術
を
す
る
な
ど
、犬
を

飼
っ
て
い
る
方
は
、管
理
を
し
っ
か
り

と
し
て
く
だ
さ
い
。

※
野
良
猫
エ
サ
を
与
え
な
い
で

　

エ
サ
や
り
の
結
果
、
野
良
猫
が
付

近
に
住
み
着
き
、住
居
侵
入
被
害
・
環

境
被
害
な
ど
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ご
近
所
の
世
帯
に
迷
惑
が
か
か
ら
な

い
よ
う
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
環
境
衛
生
課

☎
0
9
7
4
―
22
―
1
0
0
1

中
九
州
横
断
道
路
は
自
動
車
専
用

　

3
月
18
日
に
中
九
州
横
断
道
路
犬

飼
―
千
歳
間
が
開
通
し
ま
し
た
。犬

飼
イ
ン
タ
ー
か
ら
千
歳
イ
ン
タ
ー
の

間
は
、
自
動
車
専
用
道
路
の
た
め
次

の
こ
と
に
注
意
願
い
ま
す
。

◯
徒
歩
で
は
通
行
で
き
ま
せ
ん

◯
自
転
車
で
は
通
行
で
き
ま
せ
ん

◯
1
2
5
㏄
以
下
の
2
輪
車
で
は
通

行
で
き
ま
せ
ん

 

犬
飼
イ
ン
タ
ー
か
ら
大
分
市
の
間

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
通
常
の
道
路
と

同
様
で
す
。

問
総
務
課

☎
0
9
7
4
―
22
―
1
0
0
1

県
管
理
道
路
・
河
川
の
草
刈
活
動
支

だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
、 

戦
傷
病
者

手
帳
の
い
ず
れ
か

・
対
象
と
な
る
軽
自
動
車
等
を
運
転

す
る
方
の
免
許
証

・
自
動
車
検
査
証（
1
2
5
㏄
以
下
の

原
付
自
転
車
は
必
要
な
し
）

●
申
請
受
付
期
間

　

5
月
1
日
㈫
〜
24
日
㈭

●
申
請
受
付
窓
口

　

税
務
課
及
び
各
支
所
の
税
務
係

問
税
務
課

☎
0
9
7
4
―
22
―
1
0
0
1

市
民
便
利
講
座
に
つ
い
て

　

昨
年
10
月
に
市
民
便
利
講
座
を
開

設
し
、
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
に
利

用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、4
月

の
人
事
異
動
に
よ
り
講
座
メ
ニ
ュ
ー

が
変
更
し
ま
す
。新
メ
ニ
ュ
ー
表
は

5
月
号
で
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま

す
。

問
秘
書
政
策
課

☎
0
9
7
4
―
22
―
1
0
0
1

は
り
、
き
ゅ
う
施
術
担
当
者
の
指
定

に
つ
い
て

　

豊
後
大
野
市
は
り
、
き
ゅ
う
施
術

担
当
者
と
し
て
、
新
た
に
指
定
さ
れ

た
業
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
指
定
番
号
第
32
号

　
「
ご
と
う
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
院
」（
豊
後
大
野
市
三
重
町

赤
嶺
1
1
6
2
番
地
2
）
☎

0
9
7
4
|
22
|
7
4
0
0

問
健
康
福
祉
課

☎
0
9
7
4
―
22
―
1
0
0
1

居
宅
介
護
用
品
費
給
付
券（
お
む
つ

券
）取
扱
店
の
登
録
に
つ
い
て

　

豊
後
大
野
市
居
宅
介
護
用
品
費

給
付
券（
お
む
つ
券
）取
扱
店
と
し

て
、
新
た
に
登
録
さ
れ
た
業
者
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

・
登
録
番
号
第 

34
号

　
「
ト
ー
タ
ル・ヒ
ュ
ー
マ
ン・サ
ー
ビ

ス 
株
式
会
社 

し
げ
や
す
」（
大
分
市

畑
中
8
―
16
）☎
0
9
7
―
5
4
0

―
7
1
4
0

問
健
康
福
祉
課

☎
0
9
7
4
―
22
―
1
0
0
1

春
は
野
良
犬
、野
良
猫
が
多
発

　

春
は
、
動
物
の
行
動
が
活
発
と
な

り
首
輪
・
ロ
ー
プ
を
は
ず
し
て
逃
亡

す
る
な
ど
、
野
良
犬
や
野
良
猫
が
多

く
な
り
ま
す
。ま
た
、
春
は
繁
殖
の

季
節
で
す
。飼
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

援

 

大
分
県
道
路
環
境
美
化
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
事
業
及
び
市
町
村
委
託

草
刈
事
業
に
基
づ
き
、
6
月
1
日
か

ら
10
月
31
日
ま
で
に
実
施
す
る
草
刈

活
動
に
助
成
を
行
い
ま
す
。草
刈
面

積
に
応
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

地
元
自
治
会
等
に
経
費
等
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

●
申
込
期
日 

4
月
30
日
ま
で

問
建
設
課

☎
0
9
7
4
―
22
―
1
0
1
1

米
づ
く
り
を
真
剣
に
取
り
組
む
人

を
応
援
し
ま
す

　

米
の
作
柄
が
4
年
連
続
の
不
作
と

な
り
ま
し
た
。こ
れ
を
打
開
す
る
た

め
、「
米
づ
く
り
応
援
団
」を
募
集
し

ま
す
。

●
F
A
X
・
メ
ー
ル
ネ
ッ
ト
会
員

　

対
象
は
F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル
を

お
持
ち
の
方
で
、
米
づ
く
り
の
情
報

を
受
け
た
い
人
。特
典
は
、定
期
的
に

米
づ
く
り
の
情
報
が
届
き
ま
す
。

●
稲
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

　

対
象
は
F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル

ネ
ッ
ト
会
員
の
う
ち
、
米
づ
く
り
に

関
す
る
現
地
情
報
を
提
供
し
て
も
良

い
と
い
う
人
。役
割
は
、水
稲
生
育
状

況
の
報
告
、
周
辺
農
家
へ
の
技
術
情

市
か
ら
お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
所
有
す
る
軽

自
動
車
等（
身
体
に
障
が
い
の
あ
る

18
歳
未
満
の
方
、
ま
た
は
精
神
に
障

が
い
の
あ
る
方
の
場
合
、
同
一
生
計

者
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
を
含
む
）

は
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。名
義
が
異
な
る
場
合
は
減
免
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。減
免
は
障
が
い

者
一
人
に
つ
き
1
台
で
す
。障
が
い

に
つ
い
て
は
、
該
当
範
囲
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
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報
の
伝
達
で
す
。

※
19
年
産
米
か
ら
、
旧
町
村
単
位
で

米
づ
く
り
研
修
会「
全
天
候
型
稲
作

実
践
塾
」を
、4
月
と
8
月
に
行
う
予

定
で
す
。

問
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
7
4
―
24
―
0
1
0
0

農
薬
を
使
用
す
る
皆
様
へ
お
願
い

●
農
薬
の
適
正
使
用
に
つ
い
て

　

農
林
水
産
省
登
録
番
号
の
あ
る

登
録
農
薬
を
使
用
し
、使
用
量
、使
用

回
数
な
ど
を
守
り
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

散
布
後
は
防
除
日
誌
に
正
確
に
記
帳

し
、
農
薬
類
は
鍵
の
か
か
る
農
薬
保

管
庫
で
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

●
農
薬
の
飛
散
防
止
に
ご
協
力
を

　

農
薬
散
布
時
は
、
事
前
に
近
隣
圃

場
の
生
産
者
間
で
情
報
の
共
有
を
行

い
、
散
布
時
期
の
調
整
を
し
ま
し
ょ

う
。ま
た
、風
の
あ
る
時
は
散
布
を
避

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
7
4
―
24
―
0
1
0
0

体
育
施
設
使
用
不
能
期
間
の
お
知

ら
せ

　

平
成
20
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
お
お

い
た
国
体
に
向
け
た
、
競
技
会
場
の

整
備
及
び
復
旧
工
事
に
伴
い
、
次
の

体
育
施
設
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
三
重
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド（
野
球 

場
・

陸
上
競
技
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー 

ト
・
馬
術

場
）

　

平
成
19
年
9
月
〜
平
成
21
年
6
月

下
旬
の
間
使
用
不
能

●
大
野
総
合
運
動
公
園

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

平
成
19
年
4
月
〜
10
月
上
旬
及
び

　

平
成
20
年
8
月
下
旬
〜
平
成
21
年

　

6
月
上
旬
の
間
一
部
使
用
不
能

野
球
場

　

平
成
20
年
8
月
下
旬
〜
平
成
20
年

11
月
上
旬
の
間
使
用
不
能

問
国
体
推
進
課

☎
0
9
7
4
―
22
―
1
0
0
1

生
涯
学
習
課

☎
0
9
7
4
―
22
―
1
0
0
1

試　

験

危
険
物
取
扱
者
試
験

●
日
時 

6
月
17
日
㈰
午
前
10
時
試

験
開
始

●
場
所 

三
重
総
合
高
校
、
緒
方
工
業

高
校
の　

2
会
場

●
種
類 

甲
種・乙
種（
全
類
）・丙
種

●
受
付 

4
月
23
日
㈪
〜
5
月
9
日

㈬ ●
提
出
先 

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
大　

分
県
支
部

〒
8
7
0
―
0
0
2
3 

大
分
市

長
浜
町
2
丁
目
12
の
10 

昭
栄
ビ

ル
2
階

☎
0
9
7
―
5
3
7
―
0
4
2
7

●
願
書
は
、
3
月
19
日
㈪
か
ら
豊
後

大
野
市　

消
防
本
部
、
㈶
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー　

大
分
、
県
下
各
消

防
本
部
で
配
布

問
豊
後
大
野
市
消
防
本
部
・
警
防
課

☎
0
9
7
4
―
22
―
0
4
5
0

そ
の
他
お
知
ら
せ

水
稲
温
暖
化
対
策
栽
培
講
習
会

4
開
催
日
程

4
月
16
日
㈪
J
A
朝
地
町
支
店

･
J
A
千
歳
町
支
店

4
月
17
日
㈫
J
A
緒
方
町
支
店

･
J
A
犬
飼
町
支
店

4
月
18
日
㈬
J
A
大
野
営
農
管

理
セ
ン
タ
ー
･
J
A
清
川
町
支
店

4
月
19
日
㈭
J
A
大
野
町
支
店

時
間
は
い
ず
れ
も
19
時
か
ら
20
時

問
豊
肥
振
興
局
農
山
村
振
興
部

　

☎
0
9
7
4
―
63
―
1
1
7
2

訪
問
看
護
研
修
ス
テ
ッ
プ
1
開
催

●
対
象
者

保
健
師
、助
産
師
、看
護
師
、 

准
看

護
師
の
有
資
格
者
で
、
原
則
5
年

以
上
の
臨
床
看
護
経
験
者

●
日
時

5
月
8
日
㈫
〜
7
月
12
日
㈭
の

週
3
日
で
合
計
30
日
間 

9
時
30

分
〜
16
時
30
分

●
場
所 

大
分
県
看
護
研
修
セ
ン

タ
ー

●
経
費 

受
講
料
は
無
料
、
資
料 

代

1
万

問
大
分
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
7
―
5
3
4
―
8
1
1
8

大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
か
ら
お
知
ら

せ
　

九
州
石
油
ド
ー
ム
等
で
親
し
ま
れ

て
い
る
大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
テ
ニ

ス
コ
ー
ト（
県
内
最
大
20
面
。う
ち
照

明
設
備
12
面（
及
び
多
目
的
運
動
広

場
）ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
軟
式
野
球
大
会

開
催
等
に
使
用
可
）が
4
月
1
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
利
用
日
時

1
月
4
日
〜
12
月
28
日（
木
曜
日

を
除
く
）

9
時
〜
21
時

●
使
用
料

テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

1
面
1
時
間

4
0
0
円（
照
明
設
備
1
面
1
時

間
3
0
0
円
）

多
目
的
運
動
広
場 

全
面
1
時

間
1
，
2
0
0
円（
半
面
1
時
間

6
0
0
円
）

問
指
定
管
理
者
㈱
大
宣
大
分
ス
ポ
ー

ツ
公
園
事
業
所

☎
0
9
7
―
5
2
8
―
7
7
0
0

労
働
保
険
料
等
の
申
告
・
納
付
に
つ

い
て

　

平
成
19
年
度
の
労
働
保
険（
労
災

保
険
と
雇
用
保
険
）の
年
度
更
新
手

続
き
は
、
4
月
1
日
か
ら
5
月
21
日

ま
で
で
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、
今
年
度
よ
り

石
綿
健
康
被
害
救
済
の
た
め
の「
一

般
拠
出
金
」の
深
刻
・
納
付
が
始
ま
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
大
分
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室☎

0
9
7
―
5
3
6
―
7
0
9
5



行
政
相
談
日

市報 ぶんごおおの　2007.4　24

支所名 ４月の相談日 時　間 場　所 行政相談委員 連絡先

緒方 ４月10日㈫  9：00～12：00 緒方支所市民課（すこやかセンター） 工藤　彰一 0974－45－2573

朝地 ４月10日㈫  9：00～12：00 朝地支所１階相談室 北尾　勝義 090－4358－2158

大野 ４月20日㈮  9：00～12：00 豊後大野市  解放会館　和室 伊東　克希 0974－34－3979

千歳 ４月12日㈭  9：00～12：00 千歳公民館２階小会議室 廣瀬　健一 0974－37－2529

犬飼 ４月９日㈪ 13：00～16：00 犬飼支所１階相談室 佐田　信也 097－578－1820

担当:総務課　☎0974－22－1001

平成18年中、豊後大野市内で発生した犯罪は245件

うち窃盗（どろぼう）の被害 
被害件数 176件（全体の約72%）
被害総額 約510万円（内現金被害260万円）

まずは「カギかけ」からです。「カギかけ」で被害は半減します。

住宅侵入を防ぐポイント
◎ワンドアツーロックが空き巣対策の基本
◎留守だと悟られない工夫を
◎近隣の住民同士で侵入対策を図る

車上ねらいを防ぐポイント
◎わずかな時間でも必ずキーを抜き施錠を
◎社内に貴重品を置かない
◎路上駐車はしない

自転車盗難を防ぐポイント
◎ツーロックで時間をかけさせる
◎必ず防犯登録をする
◎明るい駐車場・駐輪場を選ぶ

問い合わせ先　豊後大野警察署生活安全課　☎0974－22－2131

防犯登録をしましょう
★登録をしていると、盗ま
れた場合に手配が正確に
できます。
★犯人に対して「盗もう」と
いう気持ちを抑える防犯
効果があります。

カギかけた?その手でその目でもう一度!カギかけた?その手でその目でもう一度! 不適切な
訪問販売にご注意を!!

　悪質な訪問販売が横行して
います。
　消防職員が住宅用火災警報
器や消火器などを、訪問販売
することはありません。

・消防署の方から来ました。
・今すぐ設置しないと罰せら
　れますよ。
・今なら格安で設置します。

などのことばに惑わされない
ようにしましょう。

問い合わせ先

豊後大野市消防本部・消防署
☎0974－22－0450

年金・福祉・道路など役所が行っている仕事に対するご意見、要望、心配事等お気軽にご相談ください。

広告
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公営住宅等の入居者を下記の要領で募集します
住宅名 住所 建設年度 戸数 規格 ※家賃(百円) 申込資格

川北第二住宅 大野町 S55 1戸 4K 141～234 A・C・D
向田住宅 三重町 S62 1戸 4K 179～296

A・C・D・E
上津尾住宅 犬飼町 S48～49

1戸 3K
89～150

7戸 3DK
壱丁田住宅 千歳町 H4 1戸 3DK 211～350 A・C・D・F

問豊後大野市役所　建設課　☎0974－22－1001

■市営住宅（公営住宅一般）

求人情報 平成19年３月20日現在

①マッサージ・指圧師（三重町）年齢不問　20万円～30万円②看護師（デイサービス・緒方町）年齢不問　17.2万円～18.4万円③看
護師（パート・清川町）年齢不問　日給7,500円～8,000円④惣菜等の調理・製造（大野町）18歳～55歳　11.4万円⑤福祉用具の販
売・納品（緒方町）年齢不問　16万円～20万円⑥電話顧客応対（朝地町）年齢不問　13.4万円⑦農作業（大野町）年齢不問　14.4万
円～18万円⑧営業（三重町）18歳～35歳　13.5万円～25万円⑨ガソリンスタンド販売員（大野町）18歳～35歳　15万円～18万
円⑩器具の組立検査（派遣）（三重町）年齢不問　15.3万円⑪器具製造（派遣）（犬飼町）年齢不問　16.5万円⑫宅配ドライバー（朝
地町）年齢不問　13.7万円⑬10トンダンプ運転手（犬飼町）30歳～45歳　18.4万円⑭４トントラック運転手（千歳町）20歳～40
歳　20万円～25万円⑮工場内清掃作業（派遣）（犬飼町）年齢不問　11.7万円

　応募にはハローワークの紹介状が必要となります。お気軽におたずねください。また、インターネットでもお仕事
を探すことができます。アドレスは以下のとおりです。http://www.hellowork.go.jp/

問ハローワーク豊後大野 求人情報室　☎0974―22―8609

平成19年３月20日現在ハローワーク豊後大野

■申込資格
A 世帯全員の年間所得合計金額から控除額（世帯の状況に応じ
て異なります）を引いた年間所得合計金額が240万円以下で
あること

B 世帯全員の年間所得合計金額から控除額(世帯の状況に応じ
て異なります)を引いた年間所得合計金額が240万1円以上、
721万2千円以下であること

C 現に住宅に困っていることが明らかなこと（持ち家がないこ
と）

D 県税、市税等の滞納のないこと
E 現に同居し、または同居しようとする親族があること（60歳
以上は単身入居可能）

F 現に同居し、又は同居しようとする親族があること

※なお、申込み方法や収入基準などの詳細については、担当課に
お問い合わせください。

■申込方法
本庁建設課または各支所産業建設課においてある申込用紙に必要事
項を記入の上、必要書類を添えて提出してください。

なお、応募者多数の場合は公開抽選になります。また、応募規定
によりお断りする場合もございますので、あらかじめご了承く
ださい。

■募集期間
4月4日㈬～4月11日㈬ 17時まで　※土・日曜日、祝・祭日を除く

■公開抽選（応募者多数の場合）
○日時 4月13日㈮ 13時～　○場所 豊後大野市役所 正庁ホール
※時間に来ていない場合は辞退とみなします。

住宅名 住所 建設年度 戸数 規格 　家賃(百円) 申込資格
牧口住宅 清川町 H13 1戸 4DK 500

B・C・D・F
百合丘住宅 緒方町 H6 1戸 4DK 450
そよかぜ田園住宅 緒方町 新築 4戸 3LDK 480
さわやか団地千歳 千歳町 H16 1戸 3LDK 500

■募集住宅（特定公共賃貸住宅）

はり・灸
マッサージ

と さ き
鍼 灸 院

― 未病(体の冷え)を鍼による自律神経調整法で自然治癒力UP ―
トリガーポイント(ツボ)マッサージで全身の筋のバランスを整えます。　

“こりをほぐして心も体もリフレッシュ”

豊後大野市三重町玉田1137-5

★診療時間 午前8:30～午後7:00（日曜日のみ休診）
★場所案内 市原 理容タガミさん前 電柱看板有り

 ☎0974-22-7372（予約制）

※記載されている家賃は18年度中のものですので、19年度は若干の変更があります。

広告
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◇
お
誕
生
お
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敬
称
略
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【
三
重
】●
竹
𠩤
大
騎（
ひ
ろ
き
）

「
大
器
・
愛（
上
赤
嶺
二
区
）」●
合
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和
真（
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）「
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和
・
玲
子

（
羽
飛
）」●
奥
村
心
海（
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こ
み
）

「
嘉
朗
・
典
子（
下
赤
嶺
東
）」●
芦

刈
琴
羽（
こ
と
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）「
朝
寿
・
美
穂

（
入
北
）」●
河
野
朱
里（
あ
か
り
）

「
吉
史
・
弓
恵（
入
北
）」●
神
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風

香（
ふ
う
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）「
和
男
・
康
代（
三
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）」●
多
田
か
さ
ね「
貴
彦
・
千
穂
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重
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重
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花（
す
ず

か
）「
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・
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区
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【
朝
地
】●
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）

「
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）」●
森
迫
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翔

（
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）「
巨
樹
・
昌
加（
樋
口
）」

●
衞
藤
咲（
さ
き
）「
竜
・
裕
美（
中

熊
）」

【
大
野
】●
佐
田
和
葉（
わ
か
ば
）

「
吉
寛
・
亜
弓（
妙
勝
庵
）」

【
犬
飼
】●
甲
斐
和
喜（
か
ず
き
）

「
正
治
・
美
恵（
栗
ヶ
畑
）」●
穴
見

和
輝（
か
ず
き
）「
拓
朗
・
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子（
柴

北
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）」●
岡
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う
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「
和
久
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原
上
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【
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嶺
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幸
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）●
板
井
日
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下
晋（
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・
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）

【
清
川
】●
日
小
田
誠
一（
89
・
六

種
）●
渡
邊
重
登（
81
・
砂
田
）●
佐

保
進（
86
・
駅
前
）

【
緒
方
】●
佐

三
重（
88
・
徳
田
）●

穴
繁
文
作（
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・
下
徳
田
）●
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玉
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・
草
深
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邊
増
人

（
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辻
）●
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春
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・
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場
）
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・
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藤
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・
久
土
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）●
羽
田
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・
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神
）

【
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】●
但
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豊（
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・
近
地
）●

古
澤
和
光（
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・
坪
泉
）●
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岡
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勝（
65
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）●
新
宮
芳
江（
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・
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尾
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）●
安
藤
吾
郎（
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）

【
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）
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野
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・
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・
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河
野
秋
吉（
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）
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・
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）
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）●
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）●
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・
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）

【
犬
飼
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・
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）
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・
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市
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動
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参
加
者
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集
、ま
た
イ
ベ
ン
ト
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ど
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ど
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（
紙
面
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承
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緒方パソコン教室講座等予定
場　所●緒方町旧すこやかセンター跡　　対象者●豊後大野市民
4月講座●ワード初級(文書作成)
日　時●4日、11日、18日、25日の4日間いずれも水曜日　1日2時間
受講料●2,000円

※定員11名になり次第締め切ります。定員オーバーした方は次回になりま
す。ただし、ノートパソコン持参の方は別枠とします。希望者は下記へお
申込ください。
※今後パソコン講座受講を希望される方は何を習いたいか希望を申し込ん
でください。同じ講座の申込者がある程度揃えば開講したいと思います。

申し込み及び問い合わせ先●シニアネット大分豊後大野支部研修担当
　　　　　　　　　　　　　広瀬征夫 ☎0974-42-2978
　　　　　　　　　　　　　または、緒方公民館 ☎0974-42-3161

IT相談（パソコンなんでも無料相談）
毎月第3土曜日●4月21日㈯　10時～11時30分
場　所●緒方町旧すこやかセンター跡

戸
籍
の
窓

善
意
の
窓
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1 日 真名野長者まつり（三重町内山公園）／第２０回御嶽流神楽大会（８時～　神楽の里能場公園）
2 月
3 火
4 水
5 木
6 金
7 土 2007チューリップフェスタ（～22日まで　原尻の滝周辺）
8 日
9 月 行政相談（13時～16時　犬飼支所）
10 火 年金相談（10時～15時　解放会館）／行政相談（9時～12時　緒方すこやかセンター・朝地支所）
11 水
12 木 年金相談（10時～15時　三重町商工会）／行政相談（9時～12時　千歳公民館）
13 金
14 土
15 日 えぼし岳ぼたん桜まつり（10時30分　えぼし公園）
16 月
17 火
18 水 年金相談（10時～15時　竹田市総合社会福祉センター）
19 木

20 金 おでかけ市長室（9時～11時　朝地支所）
行政相談（9時～12時　解放会館）

21 土
22 日
23 月
24 火
25 水
26 木
27 金
28 土 西村春齋展（～5月13日まで　朝倉文夫記念文化ホール）
29 日 傾山山開き（山頂祭11時30分）
30 月

4月 April

※行事については3月20日現在で決定されているものを掲載しています。
※おでかけ市長室は市長公務等により変更することがありますので、事前に支所等に確認をしてください。

祖母山山開き
日時●5月3日㈷　山頂祭 11時30分

犬飼名物どんこ釣り大会
日時●5月5日㈷　8時～
場所●犬飼大橋一帯

大野川子どもふれあい
どんこ釣り大会
日時●5月5日㈷　9時～
場所●農村公園平成大橋下流一帯

2007チューリップフェスタ
期間●4月7日㈯～22日㈰
場所●緒方町原尻の滝周辺

俚楽の郷 陶芸展
　市内外から通っている陶芸教室の生徒さんの、
年に一度の作品展です。自由な感覚の個性あふれ
る作品の数々を、ぜひご覧ください。
期　間●4月8日(日)～4月15日(日)
時　間●9時～17時
場　所●緒方町 まちの駅「俚楽の郷」
問い合わせ先●俚楽の郷 0974－42－4822

道の駅みえ　春まつり
日　時●4月8日㈰　９時30分～16時30分
場　所●道の駅みえ
催　し●菅尾石仏子供太鼓、馬場子供神楽(佐賀関)、マジック
ショー、歌謡ショー、三重高校神楽部、野津高校親和太鼓、深山
会三味線演奏、抽選会

その他イベント●花苗販売コーナー、植木販売コーナー、ゲー
　ムコーナー(輪投げ、バスケットシュート)
問い合わせ先●道の駅みえ　☎0974－24－0010

ティーンがつくるスーパーライブ2007「ナキワラ!」参加者募集
　第30回全国高校生の主張・音楽祭の参加者を募集しています。今年は「生きる」をテーマに、動物愛護やいじめについて取り組んでい
きます。募集する部門は4部門。みなさんのしてみたいことに応じて、参加してください。

応募部門
・主張部門:立派なことをいわなくても、自分をそのまま表現してください。
・音楽部門:湧きあがる思いをオリジナル楽曲にして伝えてください。
・パフォーマンス部門:ダンス・郷土芸能など日頃から取り組んでいることで自分を表現してください。
・スタッフ部門:仲間と協力してすばらしいステージを作り上げてください。

問い合わせ先● NLA大分情報局
〒879-7199 三重郵便局私書箱21号
☎092-573-5066
e-mail nla210ita@ybb.ne.jp
URL http://www.nla.or.jp/



平成19年度の交通安全運動が次のとおり実施されます

春の全国交通安全運動　　　　　　 5月11日㈮～5月20日㈰

おおいた夏の事故ゼロ運動 137月 日㈮～7月22日㈰

秋の全国交通安全運動　　　　　　 9月21日㈮～9月30日㈰

おおいた年末年始の事故ゼロ運動　12月14日㈮～1月  4日㈮

・ 高齢者と子どもの交通事故防止・飲酒運転の根絶・交差点での交通事故防止
・ 若者の交通事故防止・自転車の安全利用の促進・人もくるまも早めの合図の徹底 
・ 後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
・ 夕暮れ時の交通事故防止

重点事項 

おこさず あわず 事故ゼロ

▼編集後記
　３月の後半から市内行事も盛りだくさんとなり、広報
係も取材・写真撮影で忙しくなってきました。行事を追
いかけ記録していくことも大切ですが、市民皆さんの日
常の声をお聞きするのも広報係の重要な業務。皆さんに
もっと身近な広報係として取り組んでいきますので、
会った際にはぜひお声がけください。

ま
ち
の
う
ご
き

ま
ち
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う
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き

ま
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き

くらしのカレンダー

4月
歯科休日当番医

ま
ち
の
う
ご
き

ま
ち
の
う
ご
き

ま
ち
の
う
ご
き

●
●
●
●

人　口
　男
　女
世帯数

４２，５９８人
１９，８４４人
２２，７５４人
１６，４６１世帯

（－５０人）
（－３０人）
（－２０人）
（－２９世帯）

発行／豊後大野市
編集／企画部秘書政策課
〒879-7198
大分県豊後大野市三重町市場1200
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FAX 0974（22）3361
豊後大野市ホームページアドレス
http://www.bungo-ohno.jp/
印刷／株式会社インタープリンツ
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固定資産税、保育料、給食費、住宅等
使用料、水道料金、農業集落排水施
設使用料、下水道使用料、浄化槽使
用料、ケーブルテレビ利用料、養護老
人ホーム入所負担金、やすらぎ団地
土地使用料、市営駐車場使用料、市
有地貸付料
納 期 限　５月 １ 日（火）
口座振替　４月25日（水）

納税等のご案内

野犬の捕獲日

9日（月）、25日（水）
14時～15時
【問い合わせ先】
大野県民保健福祉センター　
☎0974-22-0162

猫の引取日

■消費者苦情相談
毎週月～金曜日　９時～17時
豊後大野市商工観光課または
各支所産業建設課
■家事・民事出張相談
●家事調停等　18日（水）
　時間　９時30分～15時30分
　場所　豊後大野市中央公民館
◇問い合わせ先
　大分地方裁判所竹田支部
　☎0974-63-2040

相談のご案内

し

  4 日（水）朝地・大野・千歳・犬飼
  9日（月）緒方・清川・三重
12日（木）朝地・大野・千歳・犬飼
18日（水）緒方・清川・三重
23日（月）朝地・大野・千歳・犬飼
26日（木）緒方・清川・三重

＊おでかけ市長室＊
日時　４月２０日（金）９時～１１時　場所　朝地支所
※事前に朝地支所（☎0974-72-1111）にお申込ください。
問い合わせ先 　豊後大野市役所秘書政策課 ☎0974-22-1001

当番日 医療機関名 電話番号

小児科外来当番医

当番日 公立おがた総合病院
0974-42-3121

竹田医師会病院
0974-63-3241

県立三重病院
0974-22-7700

4月

※院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束処方となることがありま
すので、ご了承ください。
※情報は最新のものを掲載するようにしていますが、都合により当番が変更になる
場合があります。また、土曜日については他の医療機関でも小児科診療を行ってい
るところがあります。あらかじめ医療機関に電話等でお確かめください。

受付時間 8時30分～11時30分 診療時間 9時～12時

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

（日）
（日）
（日）
（日）
（日）
（月）
（木）
（金）

4月

5月

1日
8日
15日
22日
29日
30日
3日
4日

杉山歯科医院（野津町）
芦刈歯科クリニック（野津町）
アルファ歯科医院（朝地町）
みどり歯科クリニック（三重町）
大塚歯科医院（三重町）
大塚歯科医院（緒方町）
高倉歯科医院(緒方町）
岡本歯科医院（三重町）

0974-32-2167
0974-32-7700
0974-72-1032
0974-42-3031
0974-22-0571
0974-42-3343
0974-42-3622
0974-22-0076

《
お
詫
び
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